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国
債
発
行
に
か
か
る
日
数
を 

一
日
短
縮
す
る
た
め
に 

財
務
省
・
金
融
機
関
と
連
携
し
て
効
率
化

　

国
債
（
国
庫
債
券
）
は
、国
が
発
行
主
体
と
な
り
、

利
子
お
よ
び
元
本
の
支
払
い
（
償
還
）
を
行
う
債
券

で
す
。

　

日
銀
は
「
政
府
の
銀
行
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
国

債
の
事
務
を
担
う
の
は
法
令
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
す
。
業
務
局
総
務
課
営
業
・
国
債
業
務
企
画
グ

ル
ー
プ
の
猪
俣
亜
矢
さ
ん
は
、
こ
う
説
明
し
ま
す
。

　
「
日
本
銀
行
法
（
第
三
十
六
条
・
第
三
十
九
条
）

や
国
債
ニ
関
ス
ル
法
律
（
第
一
条
）
な
ど
に
よ
り
、

日
銀
は
国
債
に
関
す
る
事
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
①
発
行
に
関
す
る
事
務
、
②
決
済
に

の
決
済
（
受
け
渡
し
）
も
日
銀
ネ
ッ
ト
の
振
替
口
座

簿
上
で
電
子
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
国
債
は
、
基
本
的
に
「
公
募
入
札
」
に

よ
り
発
行
さ
れ
て
お
り
、
主
と
し
て
金
融
機
関
が
保

有
し
て
い
ま
す
。
新
規
発
行
さ
れ
る
国
債
を
購
入
し

た
い
金
融
機
関
な
ど
が
「
こ
れ
だ
け
の
国
債
を
、
い

く
ら
で
購
入
し
ま
す
」
と
い
っ
た
応
札
を
行
い
、
落

札
し
た
と
こ
ろ
は
代
金
を
支
払
っ
て
国
債
の
発
行
を

受
け
ま
す
。
金
融
機
関
が
応
札・落
札
す
る
こ
と
で
、

新
規
発
行
さ
れ
る
国
債
の
需
要
と
供
給
に
応
じ
て
国

債
の
発
行
価
格
が
決
ま
る
の
で
す
（
注
２
）。

　

日
銀
は
国
債
の
入
札
か
ら
発
行
ま
で
一
連
の
事
務

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
務
は
、
金
融
機
関
や
財

務
省
と
の
や
り
取
り
を
含
め
、
原
則
と
し
て
全
て
日

銀
ネ
ッ
ト
で
処
理
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
八
年
五
月

関
す
る
事
務
、
③
国
債
元
利
金
の
支
払
い
に
関
す
る

事
務
の
大
き
く
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

こ
れ
ら
の
事
務
を
安
全
か
つ
効
率
的
に
行
う
た

め
、日
銀
で
は
一
九
九
〇
年
か
ら「
日
銀
ネ
ッ
ト（
国

債
系
）」
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
銀
行
、
証
券
、
保

険
、
短
資
会
社
な
ど
の
金
融
機
関
が
そ
の
仕
組
み
に

参
加
し
て
お
り
、
日
銀
は
国
債
の
入
札
の
通
知
や
応

募
の
受
け
付
け
、発
行
、払
込
金
の
受
け
入
れ
な
ど
、

一
連
の
事
務
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
三
年
一
月
に
は
新
し
い
国
債
振
替
決
済
制
度

（
注
１
）
が
始
ま
り
、
新
規
発
行
分
に
つ
い
て
は
券
面

を
発
行
せ
ず
に
完
全
に
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
し
、
国
債

の
購
入
・
売
却
と
い
っ
た
取
引
を
口
座
へ
の
記
録
に

よ
り
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
銀
は
「
振

替
機
関
」
と
し
て
同
制
度
の
運
営
に
当
た
り
、
国
債

日
本
銀
行
業
務
局
　
日
本
国
債
の「
一
生
」に
関
わ
る
仕
事

　
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
歳
出
を
賄
う
た
め
の
「
国
債
」。
そ
の
実
務
の
大
部
分
が
法
律
に
基
づ
い
て
日
本
銀
行

に
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
銀
と
国
債
の
関
わ
り
と
言
え
ば
、
金
融
市
場
に
お
い
て
、
金
融
機
関
と
発
行

済
み
の
国
債
を
売
買
す
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、日
銀
は
、

国
債
の
発
行
か
ら
決
済
（
受
け
渡
し
）、
利
子
や
元
本
の
支
払
い
な
ど
ま
で
「
国
債
の
一
生
に
関
わ
る
仕
事
」

も
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
今
回
は
、
国
債
の
公
募
入
札
と
発
行
に
関
す
る
事
務
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
戦
没
者
の
遺
族

へ
の
弔
慰
金
な
ど
の
支
払
い
を
目
的
に
発
行
さ
れ
る
記
名
国
債
の
事
務
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

国
債
の
円
滑
な
発
行
と
流
通
を
支
え
る

◆25

実施日 実施時刻 実施日 実施時刻

① オファー ―

② 応募締切 ▲10

③ 入札結果公表 ▲10

④ 募入決定通知 ▲60

⑤ 新規記録等の入力 ～17：00
T+1日

（新規記録）
8：30

～15：00

⑥ 代金払込
T+1日

（発行）
8：30

～15：00
T+2日

（発行）
8：30

～15：00

T日
（入札、

　 新規記録）

T日
（入札）

項
番

事務内容
現行比
（分）

現行変更後

利付国債の入札タイムテーブルの変更内容。なお、表中「変更後」と
あるのは「Ｔ＋１化後」を、「現行」とあるのは「Ｔ＋１化前」を指す。
出所： 財務省ホームページ「国債の発行等に係る決済期間短縮化の実施日につ

いて」（平成 30 年 4 月 4 日付）
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か
ら
は
、
入
札
当
日

か
ら
国
債
発
行
ま
で

の
期
間
が
原
則
と
し

て
一
日
に
短
縮
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
入
札

日
の
翌
々
営
業
日
に

国
債
を
発
行
す
る
の

が
原
則
で
し
た
が
、

翌
営
業
日
が
原
則
に

な
り
ま
し
た
。
五
月

か
ら
は
、
流
通
市
場

に
お
け
る
国
債
の
売

買
は
契
約
日
（
Ｔ
（T

rade date

））
か
ら
決
済
日

ま
で
の
日
数
が
二
日（
Ｔ
＋
２
）か
ら
一
日（
Ｔ
＋
１
）

に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
『
Ｔ

テ
ィ
ー

＋プ
ラ
ス

１ワ
ン
か化

』
と

呼
ん
で
い
ま
す
が
、金
融
機
関
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

国
債
発
行
で
も
原
則
『
Ｔ
＋
１
化
』
を
実
現
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
」（
猪
俣
さ
ん
）

　

流
通
市
場
の
「
Ｔ
＋
１
化
」
は
、
決
済
リ
ス
ク
の

削
減
や
、
金
融
市
場
の
流
動
性
向
上
（
金
融
資
産
と

し
て
の
国
債
の
換
金
性
の
向
上
、
資
金
運
用
・
調
達

手
段
の
充
実
な
ど
）、
ひ
い
て
は
国
際
的
な
市
場
間

競
争
力
の
維
持
・
強
化
の
た
め
実
現
さ
れ
た
も
の
で

す
。
決
済
リ
ス
ク
と
は
、
取
引
の
契
約
後
、
予
定
通

り
決
済
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
で
生
じ
る
リ
ス
ク
の
こ

と
。
契
約
か
ら
決
済
ま
で
の
期
間
が
長
い
と
、
そ
の

間
に
、
未
決
済
の
残
高
が
積
み
上
が
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
欧
米
の
主
要
国

融
機
関
や
日
銀
の
担
当
部
署
が
何
時
ま
で
に
何
を
行

え
ば
「
Ｔ
＋
１
化
」
を
円
滑
に
実
現
で
き
る
か
を
分

か
り
や
す
く
示
す
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。

時
限
性
と
公
平
性
が
厳
格
に
求
め
ら
れ
る 

国
債
の
入
札
か
ら
発
行
ま
で
の
事
務

　

二
〇
一
七
年
度
の
国
債
発
行
総
額
は
約
一
五
六
兆

円
。
入
札
は
年
二
三
九
回
に
上
り
ま
し
た
。
日
銀
は

ほ
ぼ
毎
日
、
入
札
・
発
行
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
付
国
債
（
注
３
）
の
場
合
を
例
に
、
事
務
の
内
容

を
詳
し
く
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

実
務
を
担
う
国
債
業
務
課
国
債
業
務
グ
ル
ー
プ
で

は
、
規
程
を
基
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
ま
と
め
て
い

ま
す
。
時
刻
の
経
過
に
沿
っ
て
行
う
べ
き
タ
ス
ク
が

一
覧
に
示
さ
れ
て
お
り
、
担
当
者
は
そ
れ
を
確
認
し

な
が
ら
一
つ
一
つ
の
タ
ス
ク
を
遂
行
し
て
い
く
の
で

す
。
同
グ
ル
ー
プ
長
の
関
貴た

か
す
け介さ

ん
は
、
こ
う
強
調

を
中
心
に
国
債
取
引
の
決
済
期
間
を
短
縮
す
る
動
き

が
進
み
、
日
本
で
も
国
債
の
流
通
市
場
の
「
Ｔ
＋
１

化
」
を
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、

金
融
機
関
に
お
い
て
流
通
市
場
と
発
行
市
場
と
で
決

済
期
間
が
異
な
る
こ
と
に
伴
う
コ
ス
ト
や
事
務
の
煩

雑
化
を
避
け
る
た
め
、
国
債
の
発
行
市
場
に
つ
い
て

も
原
則
「
Ｔ
＋
１
化
」
を
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
入
札
の
当
日

と
翌
営
業
日
の
二
日
間
か
け
て
行
っ
て
き
た
事
務

を
、
入
札
当
日
の
一
日
で
終
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
日
銀
の
事
務
フ
ロ
ー
の
み
な
ら
ず
、
財
務
省
や

入
札
参
加
者
の
金
融
機
関
な
ど
も
含
め
て
、
事
務
全

体
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
営
業
・
国
債
業
務
企
画
グ
ル
ー
プ
長
の
山
岡
正

樹
さ
ん
は
、
こ
う
話
し
ま
す
。

　
「『
Ｔ
＋
１
化
』
に
向
け
て
、
財
務
省
や
金
融
機
関

の
方
々
と
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
事
務

を
効
率
化
す
れ
ば
、
決
済
期
間
の
短
縮
を
実
現
で
き

る
か
と
。
日
銀
は
財
務
省
か
ら
国
債
入
札
・
発
行
に

お
い
て
実
務
を
任
せ
ら
れ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
方
々
と

事
務
を
進
め
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
事
務
全
体

を
ど
う
効
率
化
す
る
か
、私
た
ち
は
、そ
う
し
た
方
々

か
ら
知
見
を
得
る
べ
く
連
携
し
て
き
ま
し
た
。『
Ｔ

＋
１
化
』
の
た
め
、
日
銀
は
国
債
の
実
務
家
と
し
て

役
割
を
し
っ
か
り
果
た
さ
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
で

し
た
」

　

営
業
・
国
債
業
務
企
画
グ
ル
ー
プ
で
は
、
決
済
期

間
の
短
縮
に
沿
っ
て
手
続
を
見
直
す
と
と
も
に
、
金

（
注�

１
）
国
債
振
替
決
済
制
度
は
日
銀
が
提
供
し
て
い
る
国
債
サ
ー

ビ
ス
の
一
つ
で
す
。国
債
権
者（
個
人
や
企
業
な
ど
）、参
加
者（
銀

行
や
証
券
会
社
な
ど
）、振
替
機
関（
日
銀
）に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、

振
替
機
関
で
あ
る
日
銀
と
国
債
権
者
と
の
間
に
銀
行
や
証
券
会

社
等
の
仲
介
機
関
（
参
加
者
）
が
介
在
し
ま
す
。
こ
う
し
た
多

層
構
造
の
も
と
で
、国
債
権
（
権
利
）
を
帳
簿
上
の
振
替
に
よ
っ

て
移
転
さ
せ
る
こ
と
な
ど
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
制
度

は
「
社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
」
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
同
制
度
の
下
で
保
有
さ
れ
る
、
紙
の
券
面
を
発
行
し

な
い
国
債
を
「
振
替
国
債
」
と
呼
び
ま
す
。
他
に
、
国
債
登
録

制
度
の
下
で
保
有
さ
れ
る
「
登
録
国
債
」
や
実
際
の
紙
の
証
券

を
保
有
す
る
「
国
債
証
券
（
現
物
債
）」
も
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、

振
替
国
債
が
発
行
残
高
の
九
九
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

（
注�

２
）
こ
の
ほ
か
、
個
人
向
け
国
債
な
ど
の
募
集
取
り
扱
い
に
よ

る
発
行
の
場
合
、
財
務
省
が
指
定
す
る
価
格
に
よ
り
募
集
が
行

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
公
的
部
門
へ
の
発
行
も
あ
り
ま
す
。

（
注�

3
）
利
付
国
債
と
は
、
半
年
毎
に
利
子
が
支
払
わ
れ
、
満
期
時

に
元
金
が
償
還
さ
れ
る
国
債
。

日銀ネットで国債入札
事務を処理する様子
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し
ま
す
。

　
「
国
債
は
、
国
の
財
政
資
金
の
調
達
手
段
で
あ
る

と
同
時
に
、
金
融
市
場
で
取
引
さ
れ
る
、
刻
々
と
価

格
が
変
動
す
る
金
融
商
品
で
も
あ
り
ま
す
。
落
札
結

果
の
通
知
が
遅
れ
た
り
す
る
と
、
金
融
市
場
に
影
響

を
与
え
、
国
債
を
取
引
し
た
い
金
融
機
関
は
損
害
を

被
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
国
債
の
入
札
・
発
行
の
事

務
は
、
ミ
ス
や
間
違
い
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
だ

け
で
は
不
十
分
。
時
間
ど
お
り
に
、
滞
り
な
く
、
正

確
か
つ
公
平
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
」

　

各
年
度
に
お
け
る
国
債
の
発
行
計
画
は
、
財
務
省

が
「
国
債
市
場
特
別
参
加
者
会
合
」
等
の
各
種
懇
談

会
を
通
じ
て
、
投
資
家
の
需
要
や
市
場
の
動
向
等
も

踏
ま
え
た
う
え
で
策
定
し
ま
す
（
注
４
）。
そ
の
後
、

入
札
対
象
国
債
と
そ
の
入
札
予
定
日
が
財
務
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
る
の
が
、
入
札
日
の
約

二
カ
月
前
。
発
行
予
定
日
や
発
行
予
定
額
等
が
公
表

さ
れ
る
の
は
、
入
札
日
の
約
一
週
間
前
で
す
。

　

し
か
し
、
表
面
利
率
（
債
券
の
額
面
に
対
し
て
、

毎
年
受
け
取
れ
る
利
子
の
割
合
）
を
含
め
、
入
札
に

必
要
な
詳
細
事
項
は
、
入
札
当
日
の
朝
ま
で
財
務
省

か
ら
日
銀
に
通
知
さ
れ
ま
せ
ん
。
表
面
利
率
等
の
詳

細
事
項
は
時
間
が
許
す
限
り
市
場
の
状
況
な
ど
を
見

極
め
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。
財
務
省
か

ら
国
債
業
務
グ
ル
ー
プ
に
入
札
の
詳
細
事
項
が
記
載

さ
れ
た
「
オ
フ
ァ
ー
令
達
」
が
フ
ァ
ク
ス
で
届
く

の
は
、
当
日
の
午
前
九
時
半
頃
。
同
グ
ル
ー
プ
か

ら
、
金
融
機
関
な
ど
の
入
札
参
加
者
（
二
〇
一
八
年

四
月
末
で
二
四
一
社
）
に
日
銀
ネ
ッ
ト
で
入
札
を
オ

フ
ァ
ー
の
電
文
が
届
か
な
い
場
合
は
、
す
ぐ
に
フ
ァ

ク
ス
で
送
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
」（
関
さ
ん
）

　

締
切
時
刻
が
経
過
し
た
後
、
同
グ
ル
ー
プ
で
は
、

入
札
参
加
者
か
ら
の
応
札
結
果
を
取
り
纏
め
た
資
料

を
財
務
省
へ
日
銀
ネ
ッ
ト
で
送
信
。
財
務
省
で
は
、

入
札
参
加
者
の
な
か
か
ら
国
債
の
割
り
当
て
を
受
け

る
者
と
そ
の
金
額
の
決
定
（
募
入
決
定
）
を
行
い
、

入
札
結
果
の
概
要
を
十
二
時
三
十
五
分
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
そ
の
後
、
財
務
省
か
ら
の

「
募
入
決
定
令
達
」（
募
入
決
定
に
関
す
る
通
知
）
に

基
づ
き
、
十
五
時
に
同
グ
ル
ー
プ
か
ら
入
札
参
加
者

に
オ
フ
ァ
ー
バ
ッ
ク
（
募
入
決
定
の
通
知
）
を
行
い

ま
す
（
注
５
）。
こ
れ
を
受
け
、
落
札
し
た
金
融
機
関

は
、
十
七
時
ま
で
に
国
債
の
新
規
記
録
を
受
け
る
口

座
の
情
報
等
に
関
す
る
日
銀
へ
の
通
知
を
済
ま
せ
、

翌
営
業
日
に
代
金
を
払
い
込
み
、
国
債
の
発
行
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
は
前
述
の
「
Ｔ
＋

１
化
」
に
対
応
し
た
流
れ
で
す
が
、
そ
れ
以
前
と
比

べ
る
と
、
当
然
な
が
ら
各
事
務
に
費
や
す
こ
と
が
で

き
る
時
間
は
大
幅
に
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

同
グ
ル
ー
プ
で
は
人
手
を
増
や
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
Ｔ
＋
１
化
」
に
向
け
て
事
務
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
育

成
を
進
め
た
ほ
か
、「
Ｔ
＋
１
化
」
の
実
施
前
に
は
、

財
務
省・金
融
機
関
な
ど
と
総
合
運
転
試
験
（
Ｒ
Ｔ
）

を
二
度
行
う
な
ど
短
い
時
間
で
事
務
を
行
っ
て
い
く

こ
と
に
備
え
ま
し
た
。

　
「
Ｔ
＋
１
化
」
を
実
施
し
た
後
も
国
債
の
入
札
・

フ
ァ
ー
（
通
知
）
す
る
の
は
午
前
十
時
半
。
同
グ

ル
ー
プ
の
小
沼
英
明
さ
ん
は
「
一
時
間
足
ら
ず
で
オ

フ
ァ
ー
の
内
容
を
シ
ス
テ
ム
に
正
確
に
入
力
し
、
全

て
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
い
ま
す
。

　
「
時
限
性
の
厳
し
い
事
務
で
す
が
、
入
札
の
オ

フ
ァ
ー
に
誤
り
が
な
い
よ
う
に
、
複
数
の
目
で
し
っ

か
り
確
認
し
ま
す
。
そ
し
て
時
報
を
流
し
な
が
ら
十

時
半
き
っ
か
り
に
日
銀
ネ
ッ
ト
で
全
入
札
参
加
者
に

送
信
し
ま
す
」

　

入
札
の
応
募
締
切
は
一
時
間
二
〇
分
後
の
十
一
時

五
十
分
。
そ
の
間
に
、
入
札
参
加
者
か
ら
端
末
入
力

の
ト
ラ
ブ
ル
等
で
連
絡
が
入
り
、
急
き
ょ
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
の
と
き
は
、

締
切
時
刻
等
の
時
限
性
を
意
識
す
る
と
と
も
に
、
特

定
の
入
札
参
加
者
に
有
利
な
取
り
扱
い
に
な
ら
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
て
対
応
し
ま
す
。

　
「
入
札
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
疑
念
を
持
た

れ
る
よ
う
な
事
務
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
仮
に
、

入
札
参
加
者
の
端
末
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
、
オ

記名国債証券の見本
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発
行
事
務
は
滞
り
な
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
何
事

も
な
く
、た
ん
た
ん
と
事
務
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、

実
務
家
た
る
私
た
ち
の
誇
り
で
す
」
と
小
沼
さ
ん
は

言
い
ま
す
。

今
も
「
紙
」
で
発
行
さ
れ
る
「
記
名
国
債
」

大
量
の
証
券
を
迅
速
・
確
実
に
お
届
け

　

国
債
振
替
決
済
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
が
進
み
ま
し
た
が
、
現
在
も
「
紙
」
の
国
債

証
券
に
関
わ
る
事
務
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
国
債

業
務
課
国
債
証
券
業
務
グ
ル
ー
プ
で
は
、
国
債
証
券

の
国
立
印
刷
局
か
ら
の
引
き
取
り
に
始
ま
り
、
証
券

の
発
行
、
支
払
い
を
終
え
た
証
券
類
の
回
収
・
保
管

ま
で
の
事
務
を
総
勢
三
八
名
で
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
も
同
グ

ル
ー
プ
が
主
に
取
り

扱
っ
て
い
る
国
債
証
券

が
、
戦
没
者
の
遺
族
な

ど
に
発
行
さ
れ
る
「
記

名
国
債
」
で
す
。
記
名

国
債
と
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
に
よ
り
物
的
・

精
神
的
損
失
を
受
け
た

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
や
、

強
制
引
き
揚
げ
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
方
な
ど
に

対
し
、
金
銭
に
代
え
て

交
付
さ
れ
る
国
債
証
券

で
す
。
記
名
国
債
は
、

し
な
が
ら
、
一
日
で
も
早
く
記
名
者
に
お
届
け
で
き

る
よ
う
、
グ
ル
ー
プ
員
は
も
ち
ろ
ん
、
局
内
の
他
の

部
署
か
ら
も
応
援
者
を
募
っ
て
、
手
続
き
を
行
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

日
銀
は
損
傷
し
た
お
金
の
引
き
換
え
や
、
国
の
税

金
や
交
通
反
則
金
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
ま
す

が
、
記
名
国
債
に
関
す
る
審
査
や
記
名
変
更
事
務
の

よ
う
に
継
続
的
に
個
人
と
直
接
や
り
と
り
す
る
こ
と

は
ま
れ
で
す
。同
グ
ル
ー
プ
の
日
比
野
秀
和
さ
ん
は
、

「
戦
前
の
手
書
き
で
作
製
さ
れ
た
戸
籍
も
参
照
し
て
、

家
族
間
の
相
続
関
係
を
慎
重
に
確
認
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

発
行
目
的
や
償
還
金
を
受
け
る
人
が
限
定
さ
れ
て
い

る
と
い
う
性
格
上
、
原
則
と
し
て
他
人
へ
の
譲
渡
な

ど
は
で
き
ま
せ
ん
。
国
債
証
券
の
裏
面
に
「
保
有
者

の
氏
名
」
と
「
支
払
い
場
所
」
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

保
有
者
（
記
名
者
）
は
そ
の
場
所
で
賦ふ

札さ
つ

と
引
き
換

え
に
償
還
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば「
第
十
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券
」（
注
６
）

は
、
二
〇
一
五
年
十
月
以
降
、
約
一
〇
〇
万
枚
発
行

さ
れ
ま
し
た
。
額
面
金
額
二
五
万
円
の
五
年
償
還
国

債
で
す
。
記
名
者
は
年
に
一
回
五
万
円
ず
つ
、
五
年

間
に
わ
た
り
償
還
金
を
受
け
ま
す
。

　

記
名
国
債
は
、
ま
ず
戦
没
者
の
遺
族
な
ど
が
居
住

地
の
市
区
町
村
に
請
求
申
請
し
ま
す
。
そ
の
後
、
戦

没
者
の
本
籍
地
の
都
道
府
県
が
裁
定
（
請
求
者
の
権

利
に
つ
い
て
可
否
の
判
断
）
を
行
い
、
そ
の
結
果
に

基
づ
く
厚
生
労
働
省
か
ら
の
請
求
を
受
け
て
、
財
務

省
か
ら
日
銀
に
記
名
国
債
の
「
発
行
令
達
」
が
送
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
同
グ
ル
ー
プ
は
記
名
国

債
に
保
有
者
名
を
印
字
し
た
う
え
で
、
交
付
の
取
り

扱
い
店
と
な
る
日
銀
の
本
支
店
や
代
理
店
（
金
融
機

関
）
に
国
債
証
券
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。
大
量
発
行

の
時
期
は
、
月
に
約
五
万
枚
も
発
送
し
て
い
ま
す
。

　

記
名
国
債
は
、
紛
失
し
た
場
合
の
再
発
行
が
可
能

で
、
証
券
の
保
有
者
（
記
名
者
）
が
亡
く
な
っ
た
場

合
の
相
続
も
可
能
で
す
。
現
在
こ
れ
ら
の
事
務
は
日

銀
本
店
に
集
約
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
例
年
四
〜
六

月
の
繁
忙
期
に
は
、
日
本
全
国
か
ら
毎
日
約
二
百
〜

五
百
通
の
郵
便
が
届
き
ま
す
。
同
グ
ル
ー
プ
長
の
森

山
勝か

つ
ゆ
き勇
さ
ん
は
、「
一
つ
一
つ
丁
寧
に
内
容
を
確
認

（
注�

4
）
財
務
省
は
二
〇
〇
四
年
、
国
債
の
安
定
的
な
消
化
の
促
進
、

国
債
市
場
の
流
動
性
の
維
持
・
向
上
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

「
国
債
市
場
特
別
参
加
者
制
度（
日
本
版
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
デ
ィ
ー

ラ
ー
制
度
）」
を
導
入
し
ま
し
た
。
二
〇
一
八
年
七
月
二
十
七
日

現
在
、
銀
行
や
証
券
会
社
な
ど
二
一
社
に
国
債
市
場
特
別
参
加

者
の
資
格
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
資
格
が
な
く
て
も
国

債
入
札
に
参
加
で
き
ま
す
が
、
特
別
参
加
者
は
財
務
省
の
定
例

会
合
に
参
加
で
き
る
こ
と
な
ど
、
利
点
が
あ
り
ま
す
（
一
方
で
、

入
札
に
お
け
る
一
定
の
応
札
・
落
札
責
任
な
ど
が
あ
り
ま
す
）。

同
会
合
に
、
日
銀
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

（
注�

5
）
募
入
の
決
定
に
際
し
て
は
、
入
札
参
加
者
の
応
募
の
う
ち
、

価
格
の
高
い
も
の
（
ま
た
は
利
回
り
の
低
い
も
の
）
か
ら
順
に
、

発
行
予
定
額
に
達
す
る
ま
で
の
額
が
落
札
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て

落
札
者
が
自
ら
入
札
し
た
価
格
（
ま
た
は
利
回
り
）
が
国
債
の

発
行
条
件
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ナ
ル
方
式
」

と
呼
ば
れ
る
決
定
方
法
で
す
が
、
四
〇
年
利
付
国
債
や
一
〇
年

物
価
連
動
国
債
に
つ
い
て
は
「
ダ
ッ
チ
方
式
」
と
呼
ば
れ
る
別

の
方
法
（
募
入
最
低
価
格
ま
た
は
募
入
最
高
利
回
り
を
均
一
の

発
行
条
件
と
す
る
方
法
）
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
注�

6
）「
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」（
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
施
行
）
に
基
づ

き
、
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
特
別
弔
慰
金
。

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/

hokabunya/senbotsusha/seido03/index.htm
l

）

専用の機械で記名国債に
保有者名を印字する様子


